
７．人材育成
読影診断共有

課題解決の筋書（ロジックモデル）
ベトナム国 多言語対応X線検査支援システムに関するニーズ確認調査（株式会社アイエスゲート）

活動 結果
成果

初期（～1年） 中期（～3年） 長期（～5年）

ベトナム仕様
「e-検査ナビ」

１．1拠点
中央直轄市
(ホーチミン）

９．・省（58省）
毎に拠点

・全国774市町
毎に拠点

実施体制の
具体化

２．胃がん検診
約1万人

３．人材育成
検査技術共有

13．国民の
健康維持

検 政・・・検査者 ・・・ﾍﾞﾄﾅﾑ政府

資源

＜技術面＞

グローバル仕
様化

５．中央直轄市
（5都市：首都ハノイ、
ホーチミン、ハイ
フォン、ダナン、カ

ントー）

４．診療放射線
技師の専門性

＜目的共有＞
・装置メーカー
・販売協力先
・検査技術
・読影診断

・ベトナム診療
放射線技師会
との連携

医 ・・・医療機関

６．胃がん検診
約5.7万人

８．診療放射線
技師の存在意
義の向上

11．胃がん検診
専門技師
施設評価

医療機関絞込
み

拠点づくり費用
・医療機関
・ODA等

10．胃がん検診
約900万人

１2．チーム医療
への発展
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